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％以上が摂取さ・れた場合を固形食摂取可能・・、1矯未満驚う
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の組み合わせからなっている。昼は週4回，麺類の種物，

サンドウィッチ，混ぜ御飯など，主食と主菜を1っにし

た形にして供している。

　㈲喫食を妨げる要因の検討

　アンケート結果をもとに，対卑者が陣痛時に食事を供

された時の陣痛強輿，陣痛時め吐き気の有無，食箏がら

分娩までの時間間隔及び分娩から食事までの時闇問隔等

と，喫食状況との関係を検討し準。陣痛弦度は，陣輝持

続時間と間歌時間の二面から評価することとし，両者と

も触診法による2回測定の中間値をとった。

皿　研究結果及び考察

　〔11陣痛時の食箏摂取

　陣痛時に食事時間が重なった産婦の約90％は「食べた

方が力がつく」と考えていたず しがじ｝・そのうち初産婦

では過半数が，経産婦では約％がTぞうは思うが食べら

れなかった」と答えぞいる（図 1）。そあ理由として， 「痛

みが強かった」が最も多くチその他，「吐き気があった」

「心理的・時間的余裕がな1かったj などがあげら・れた

（表1）ら

図1　陣痛時における食事摂取に対する意識及び
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表1　陣痛時に食べた方がカがつくと思うが

　　食べられなかった理由

食〆 た励第がつくと思う18巳6）

食べられなかった
　　　　　10、0　（70的｝　（3D．0）　

（％）

理　　　　由 初産婦 経産婦

痛みが弦か？た 44．6 38．1

吐き気があった 18．9 9．5

心理的に余裕がなかった 13．5 19．0

時間的に余裕がなかった 4．1 0

養欲がなかつた 4．0 9．5

寝ていて食べにくかった 2．7 9．5

便がたまりそうで 1．4 4．8

その他 5．4 4．8

無記入 5．4 4．8

楼配婦 食べられた‘5載6〉

0 50
1．r4－3

　 監oo％

分娩によお土ネルギー消費皿は初産婦約2000kca1，経

産婦紬800kb61といわれ，そのエネルギーは妊娠中から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の母体に蓄えられた糖質や脂質を動員して産生される。し

かし，グルコースの供給が不足した場合，子宮筋の収縮

禄弱ぐな』り，・分娩遷延をきたし，心筋への不足は全身疲

労を招ぎ，1さらには順調な分娩経過を妨げるといわれて

　のいる。・こめまうなことから，当院では体力保持の為にも，

陣痛め間歌期に少しでも食べるよう指導している。「食べ

た方がカがつく」・との意識を持った産婦の比率が高かっ

たのは，』部こめ影響による為かも知れない。

　121陣痛強度と食事摂取との関係’冠　

　陣痛時，喫食を妨げた理由め第」位は，「痛みが強か

った」であった6そこで，陣痛強度と食事摂取の関係を

　　初産婦74例　　経産婦21例

みる為∫1食事擬取量の記録が明確だった278例について，

固形食摂取可能例く％以上摂取）136と。不可能例（％未満）

142に分け，それぞれにおける陣痛強度の分布を図2一
α’ ウに示した。・可能例の分布は，陣痛持続時間45秒未

満の場合に多少多いが，全体としては比較的均等である

のに対し，不可能例の分布は場所rこよる粗密が著しく，

特に陣痛持続45秒以上1閤歌4分未満に不可能例の66．2

彩が集中している。 ぞこで，これらの陣痛の持続と間欺

の時間を堺として，陣痛強度をA（持続45秒以上，間歌

4分未満），B（持続45秒以上∋間歌4分以上）， C、 （持

続45秒未満，間歌4分未満），D（持続45秒未満，間歌

4分以上）の4区に分け， 各区における固形食摂取例，

流動食のみ摂取例，固形食。流動食いずれも非摂取例の

比率をみると，図3のようになる。すなわち，固形食・

流動食いずれも非摂取例はA区41．8％に対し，B・C区

は約20％，D区では約10％程度であった。一方1・A区で

は，流動食のみを摂取した例が43．7％に及んだが，B，

C，D区では5～20％にすぎなかった。又，固形食摂取

例はA区の約15彩から，B，C，Dと次第に増加しIF D

区では77％が固形食摂取可能であった。『

　このことから陣痛強度と食物摂取との閻には密接な関

係があることが窺える。そして，A区程度の陣痛強度の

場合は普通食ではなく流動食を主体にした方が好ましい

ように思われ，B，C，D区程度の場合は，普通食を主

体にしても差しつかえないように思われるQ

　〔3陣痛時における吐き気の有無と食事摂取との関係

　陣痛時に食事摂取を困難にした理由の第二位は「吐き
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図2－6
固形食摂敗句能例の帥痛藍度分布（延数136）
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　6）る。本調査対象の場合も，・薬使胆者に吐き気炉脊童些多

い結果を得た（Pく0，05）。尚，薬の種類の間に差はみ

　られなカ》った。

　吐き気の為に喫食力1鞘ザう弗零のが1－r苑互猿墜単書；・

喫館より嘩気鋤馨．勉勉ゆ騨晦．鱒
摂取と吐き気の脊無との関擦を検討じたぷ吐ぎ気は前記、

のように・初産婦や鞭酵噸意峰かえ炉で騨

欝喰職供趣燵婦ゆ難？鵬・ ．糞う1初産
と経産に大別し，さらに転の右のを薬使用群と非使用群

に分け・それ惣の欝麟麟吐趣の発獄況を比
較した。陣痛時を通じレ1回でも固形食を摂取した者（固

形食摂取考）、4）吐き気発生比率1ま写全く何ち口1こごし球か

フた者や確動禽だけ牽摂取し＃者1弓期。卸庫婦砂薬葬倹

用群を隊きレ 常塔普レく低や？たく隅4）。、載：’ ！』・…1ド

　図4　食事摂取め有無を吐き気φ発生比率乏め関係倉

、伍7

　　ルぽ　ロは
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　　　　コ　　　　　

「

r、 rPご㌔ヒ鴫i　l
気」額奔った。本調査において，初薦媛Φ43．名％，経産1

婦？18，3％に吐き気がみら蔀，この差尽有童で南った（P一

＜0．001）。一方1吐き気は，陣痛促進剤㌔誘発剤（以

下薬と略称）の副作用によって助長されると“づれセい

　　　　　　　　　　　　　　　 1弓 一＝ド鵯㍉、

　　　．■彫鰍妬脚気舷臨
　　　r 〔ゴ汕禽のみ猷肋嚇鷺曳堺

、L

、』 鼎命幽・罰鯛 ” 、』』、1、、亙
．、』

　　 ；即 騨’岬僻轡魍．． 」・・ ン
、P．　　ごし、、、

　これらの結果から・』食事摂取が壁き気崇講肇レ＃タ1よ

考えにくいb三レかレ・・何れにしても，・て脚年陣琿時1こは

1子宮口開木時の刺激や腹圧により，、嘔吐を伴レ）易｝、≧い

われているζ とからもダ吐き気‘劃陣琿晦Φ乖抹璽ヌラと

1孝孝，吐くくが少隅く苓いとの実黙ゑ潮ま孝零上矯り袷

穣を考える疹要餐昂為タラに思う91富一．　、－
寸 、

　141傘事塑う分擁までρ時問間陽す食事響聖≧9開孫．

　食事摂取はド陣痛強度や吐き気ぱがりで巷く∵分娩何

．時藺前に給食された食事であるかにも影響される可能性

事考えちれ者。前胆の喫食を妨げ起理由あ第ξ位は．』

』「令理的。時間的余裕がない」であ陀たゆ本報象の37レ31

1％鯵畢脚との間隔が3鯛顯で執識勉・
62．7彩1ま』最後の食事と分娩との間に3時間以上の間隔

1幡自た・騰、つ零り餌から分融古φ軸商齢

3時聞を割pたような産婦につレ）て，祉ぞの食形聾別の摂

’取解をみ鴛・彫食撒例勲％』1癒韓吸趣
例26，8彩でン残軌の51．2％が薗形食’‘流動食いヂ霧も摂：

1取していない定（図5）・食事と頒め間が瞬融主葬

い撰舗・彫餓鰍の割鯵多舷約燃瞬夕
．・だも

　このことは∫分娩が近づくに6れ陣痛蛭度が増すごとr
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図5　食事から分娩までの時間間隔と食形態別の

　　摂取状況
　0　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　訥0じ彩　

3時問以内

（不朔除く220例》

鰍く37・3鰯〕

してほしい食品として例示した27食品に対する患者の希

望は表3に示したように，のど通りのよい冷たい飲物，

手でつまめる形の果物や主食類が望まれていた。陣痛時

3厚6時閥．　　一47、9 》脳㌧ 　3乳5 ％例　“35％》

表3　陣痛時に出してほしい食品として例示した27食

　　品に対する患者の希望

6射9時問6－9欄　　く＆2　　1攣『2献彊　26・9　篇例（聖ロ・8彰）
例示した27食品

比率

9蒔㎜上　　　風0　　－　蓄一ン7”’”
』’

250　！5例〔7．3％，
a．ひと口大のおにぎり 31．0

　　　　　　圏鵬鰍鰍
　　　　　圃鋤⑳微鯛
　　　　　口田燃曜囎厭蝸
ら当然の結果といえるであろうが，もし，給食時刻に

係なく陣痛室で食事を供されるならば，分娩まで3時

以上の時間的余裕のある産婦では，かなりの者が普通
の摂取が可能であることを示唆している。　　　　　　　　7）

LA．SALVIAらは，妊婦の胃内消化時間は，特に陣

，鎮痛剤使用などの条件により著しく遅延すると報告

ている。又，スポーツ栄養の立場から，過激な運動を

なう直前の食事摂取は，膨満感や腹圧，啄吐などを催

ことが多いといわれ，

のが適当であるとされている。分娩を激痛を伴う断続

全身筋肉運動ととらえることは必ずしも妥当ではない

も知れないが，3時間以内に分娩を控えた本調査対象

約8害IIが，固形食を摂取していないことは，むしろ好

しい傾向といえるかも知れない。

15｝陣痛時の食事に対する希望と補食状況

陣痛時が食事時間と重なった産婦230名に，食事に対

る希望を尋ねた結果，「普通食を1口で食べられる形」

最も多く望まれ約50％を占め，次いで「食べやすい食

の工夫」，「流動食』などが続いた（表2）。陣痛時に出

2　陣痛時及び分娩後における食事に対する希望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

b．ひと口大ののりまき 11．3

c．ひと口大のサンドウイッチ 33．1

d．その他 0．8

a．スティックチーズ 15．9

b．ウィンナーソーセージ 14．1

c．卵　焼 14．4

d．殻むいた茄卵 2．3

e．その他 0．3

冷たい　の　み　も　の

a，牛乳 37．7

b．ミルクセーキ 10．3

C．ミルクティ 10．0

d．ジ晶一ス 36．7

e．カルピス 19．7

f．その他 2．8

暖かい　の　み　も　の

a，スープ 31．8

b．牛　乳 6．4

C．ミルクティ 18．5

d．重　湯 1．5

e．くず湯 2．8

f．その他 2．6

のど通菓り子の・よ甘い味

a．プリン 30．0

b．ゼリー 25．4

希　　　　望 陣痛時 分娩後 c．ヨーグルト 39．5

普通食を1口で食べやすく 51．3 43．6 d．チョコレート 5．1

e．アメ・ドロップ 6．7

食べやすい食器の工夫を 33．9 33．1
f．その他 1．0

流動食にしてほしい 32．6 19．2

手で野つ菜

a．スティック野菜 6．7

普通食のままでよい 9．7 19．2 b．皮むいたバナナ 13．3

普通・粥ラ流動食の選択制 8．7 8．2 c．りんご 22．8
ま・
d．皮むいたかんきつ類 20．8

普通食の他に流動食を 7．8 6．7
め果
物
e．イチゴ 39．0

粥 ・軟菜食にしてほしい 5．7 6．2 f．その他 1．8

篇例（聖口．8彰）

9蒔㎜上　　　　　　　　　　　　　　　！5例〔7．3％，

　　　　　　　圏鵬鰍鰍
　　　　　　　圃鋤⑳微鯛
　　　　　　　口　田彩賃・流勤解摂敢佛

から当然の結果といえるであろうが，もし，給食時刻に

関係なく陣痛室で食事を供されるならば，分娩まで3時

間以上の時間的余裕のある産婦では，かなりの者が普通

食の摂取が可能であることを示唆している。
　　　　　　　　7）
　LA．SALVIAらは，妊婦の胃内消化時間は，特に陣

痛，鎮痛剤使用などの条件により著しく遅延すると報告

している。又，スポーツ栄養の立場から，過激な運動を

行なう直前の食事摂取は，膨満感や腹圧，啄吐などを催

すことが多いといわれ， 運動を行なう3時間前に摂取す
　　　　　　　　　　　　8）るのが適当であるとされている。分娩を激痛を伴う断続

的全身筋肉運動ととらえることは必ずしも妥当ではない

かも知れないが，3時間以内に分娩を控えた本調査対象

の約8害IIが，固形食を摂取していないことは，むしろ好

ましい傾向といえるかも知れない。

　15｝陣痛時の食事に対する希望と補食状況

　陣痛時が食事時間と重なった産婦230名に，食事に対

する希望を尋ねた結果，「普通食を1口で食べられる形」

が最も多く望まれ約50％を占め，次いで「食べやすい食

器の工夫」，「流動食』などが続いた（表2）。陣痛時に出

表2　陣痛時及び分娩後における食事に対する希望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

（230例　重複回答） 対象390例（重複回答）
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長澤他；病院における妊産婦食の研究

に補食した者は73名 （18． 7％）1で，補食の種類は47種に

及んだ（表4）◎三》比率は飲物類49．3％・，』果物類37」0％1甘

い菓子類26．0％・主食類24．7％，』副食類ILO％であるら1

特殊な食品として：， 生卵黄，・ 出’ ‘ク粉宋1朝鮮人参な

どを摂取した者が各々1名ずつみられた。・又アァジケー

トの余白には，，「ベンにバタ戸やジャ1ムをぬる』箸を使う

などの余裕がない」，r呼吸法の為びどく喉が渇く∫との

訴えがあった。

痴頒後第個目頒事闘する鰍
ll
）

及んだ（表4）◎、比率は飲物類49．3％’， 果物類37」0％，甘

菓子類26．0％・主食類24．7％，』副食類ILO％であ る

出’ ‘ク粉宋1朝鮮人参な

を摂取した者が各々1名ずつみられた。・又アァジケー

トの余白には，，「ベンにバタ戸やジャ1ムをぬる』箸を使う

どの余裕がない」，r呼吸法の為びどく喉が渇く∫との

えがあった。

4　陣痛時に補食した患者73多・q8・7彩）1ウ§あけ1、

　　た食品

　　　　　　　、　　　［
』ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．；全体 初産婿 舞婦．

イ
∴非常に食欲あ穿お於レ．

鎗・9』 l1乳6ボ ll39』9一 、

　1食欲あるが寝たまま誓”
食州蘇い源．享、、

弓
㌧ 　「、

βa『∫
』｝　』

鱒、
／

r3f1

冠くr、1－1・

κ艮疲れて食欲夢く庫！雫れ
　ながった

・14♪9｝ い17一 4 』12“0乙

二・
飲む為無理し 1甑 　　■　　、…11鳳

一ザ．『．「』

匙ガ

赤〆羅喬撃べ鰭 る斌2郎5．9
212

　　
．し㌧』　』

へ そΦ他　　　　、ぷ、 、9－0
　rn、
105．、 ンヱ1分類1 r代表』食亮 」 比率％

飲物類 』牛乳・擁」ス6炭酸飲料 ．⑲β
ト．鰭己入』r・ニヌ㌧ 』・1．4 ・い

，3 1α16に

　、

果物類 かんきつ・イチゴ・ノ甥ナ ：　、 ・r37；0
　　　　　　　　　　　　　　　　「　　～　　「ゴ■
レ準。 当無ド食取璽参か3角者が初庫婦に多か鼻たQ弘

一方，平常の食欲へΦ回復炉，分挽後24時間以肉であ

った者に， 初産婦55～4％述繹産婦69‘8％資必食欲の回復

も薦炉みらむなくPくp， qa逃ン更にト4創2日後に回後
た者‘む・飾者334％F講考2α8％録3日以上要レた者は脅むでれ約1Q多万る初産婿Φ万ダ回後にゃや長時間蚤

してい多9唖ζ迩分娩俵の食欲はデ分娩所要時聞の長さ

菓子類 チゴ諏一ト5キ毒デ～功不吻 26，1σ1

主食類 　　　　　　r　　
　 ｝　

挙にぎり。ぺ1！9寿司 ザ、 ・乙247訊

副食類 フライドチキン・サラダ昏シヂ」一 11』0
二

そφ他 留ごく粉末潮鮮峰擁購1 ∫41

表4　陣痛時に補食した患者73多・q8・7彩）1ウ§あげ、

　　た食品

　　　　　　　　　　　　　　　』1／（繰数47種〉

、．、

食調査結果からも，ll飲物，果物に対ずる嗜好の高さ

が窺え，飲物への欲求は，特に陣痛時の発汗，口腔内乾

燥などにょるものと思われる6又，｝甘味昏の欲求鰯・我

我も疲労時に．しばしば体験してシ・る。界ポ？ツ栄養の見

地ではゴ 長時間にわ炬る激しレ ・運動時，』 その直前に消化

のよい糖質食品でエネノセギ7補給す多 こと値，ミ痺労予防，

回復に有効であり，又，偏糖質摂取は筋グ．リヲワダ7鼠
　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　』8）』
を増し牝、 運動持続時問を長設す登といわれている。前記

Qように葦グ，ザ7一ゲンの不足嬬子宮筋φ収縮を弱め磨

分娩遷延さ らに全身疲労を招き軌分挽経渾を妨げづ恐れ

があ．る。』！このよ・うな点から，・ 禅蹄時，糖質の多硫ジ萌7

ス類や，おにぎりなゼ㊤滋禰性食品牽手でρま珍為形で

供することは，患者の要求にも叶い，意義があるように

思われる。生卵黄，ニンモク粉末，朝鮮人参などは・∋r力

がっくと言ねむている食品毫食琴な」 、という安心感に結

びつぐのかも知れない。 ・・
，7．．

　（61分娩後の食事に対する食欲

　分娩縁第真回目の食事に対す灸食欲は表5に示すよう

に，食欲㊧りおいレぐ傘飛た者約捧，傘欲はあ？たが横

臥位で食べに・くし）が約矯，痩労軽興奮その伯禽欲のなか

った者が約％を占めた。初産， 経産婦に分けて苓る と，

前者では一応食歌はあ？た≧考えられる者約半数， 後者

では約％で，特においしく食べた者は初産婦の2．倍に達

レ準。 当無ド食取璽参か3角者が初庫婦に多か鼻たQ弘

　一方，平常の食欲へΦ回復が， 分挽後24時間以肉であ

った者に， 初産婦55．4％，1繹産婦β9‘8％資，ヤ食欲の回復

嬉も薦炉みらむなくPくp， qa逃ン更にト4創2日後に回後

した者は 』』前者33．4％1鋒考20．8％』、2 日以上要レた者

は脅むでれ約1Q％雪る初産婦Φ万ダ回後にゃや長時間蚤

要してい多9唖ζ〆ト分娩俵の食欲はデ分娩所要時聞の長さ，

降輝時Φ魅き気爾資無艦陣癖時の食事摂取量などに影響

、されるΦでに獄瞬かと考㊧寒帆、その便向倭みられなか

づた。メ 」．』 ．！＝ じ r．㌧｝1い監1、yぐ』 、、l　l級1 1

　「疲ηπ食欲が獄い」揮約距％み彦む農が・、食欲躰痺労

ば冷りでなく多く・爾要因鱒影響を受甘る可能性も考え魚

れ多ず分蜂壕Φ褒労度嬬蜂ないし強度の琢労牽示1じ索回

復に各窪，4日力）か多蓄積疲労でううといわれて瞭ヂ㌧上

　1）ら嫁、平均分娩所要時間約，憂時間半¢）産祷婦が鼻分姫後

4㌘う時間頃かう食欲が方準し，、、犀祷3日目頃1くは25qo

kcal以上の摂取状況にあるものが多かっなζ報告し誓←、遡

る。 今回の調査においては，栄養摂取量を算出していな
　　　　　　　　10）いが，昭和55年，土井による当院の報告で信，痒褥4！日

目で18人と少数例ではあるが，1700～3027kca1（平均

㌘4取ρa1），蛋白質75～ 12Q夏（平均如aのま』ζ・聴う摂

聖病況で昂？た。 本調奪で‘ま・分娩俵第1／回 目ク》傘事書く

対し，約60彩が食欲があラ牟≧答えゼ惹の半数力瀬臥億

の為の食《救こく．さ を訴えた6 又， 全対象⑫約gO％嫉猟日

目で平常の食欲をと・り戻している ζ＝、とから．寡褥婦の傘欲～

回復は鼻好であると思われる。　　　　　　　　瀕21 、

・〔71分挽から食事ま燈の時間間隔ζ食形嫉上4）導択状況

、分娩後の食欲は・∫ ’食事が分娩何時間後に供されて転嵐る

かにも影響される可能性がある：と考え‘喰事摂取記録が

明確であった343名について調べたQその結果，3塒間

以内373％， 』3～6時間3L2％一、．L6、～9；時間1夏5％“：：9
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時間以上20．1彩で，3時間以内が最も多かった。表5に

示した患者の評価による食欲とは別に，実際の食事擬取

記録からみた食形態上の選択状況と，分娩から食事まで

の時間間隔との閤には，特定の関係はみられなからた。

上記対象にゃける分娩後の食事の食形態上の選択状況は

固形食摂取例77．6％，流動食のみ摂取例13．7彩，固形食

流動食いずれも非摂取例8．7％であり，褥婦は固形食摂

取の悪欲が高いことが窺える。

　（8｝分娩後の食事に対する希望

　「普通食をユロで食べられる形』が最も多く，次いで

「食べやすい食器の工夫」が望まれ，陣痛時の食事に対

する希望と同傾向であった（表2）。しかしレ流動食希

望は，陣痛時32．6％に比べ，分娩後19．2％と少なかった。

又，普通食のままでよいは，陣痛時9．7％に比べ，分娩

後は19，2％とやや多かった。粥・軟菜食希望は，陣痛時，

分娩後共にわずか約6％であった。

　かづて，産後数日間は，粥と梅干で過ごし，あまり栄

養をとってはいけないと考えられた時期があったが，現

在は，出産後の回復を早める為にも，必要熱量に基づい
　　　　　　　　　　　　　　　　　n）たバランスのとれた食事が良いとされている。当院にお

・いても昭和43年迄，産褥1日目は粥食を供していたが，

その後は普通食（現在は2150kca1，蛋白質80g）を供し

ている。一方1山梨県の長寿村や岩手県の農山漁村では，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）産祷期慣行食として今なお粥食がとり入れられている。
　　　3）
又，竹内は，分娩後3日間は低カロリ」，無動物性蛋白

食（よネルギー1200kca1，植物性蛋白質のみ40g）とし

て粥食を供し，4日目から普通食とした所，母乳分泌に

好影響をもたらしたと報告している。が，この方法は，

今後慎重な検討を要ずる課題ぞあると思3碧4各回の調査

では，分娩後第1回目の食事とし七，粥。軟菜食及び流

動食よむむしろ普通食が望まれていたる

w　要・約

　陣痛時及び分娩後の栄養補給に関し，諸家の意見は必

ずしも』致点に達していない。我々は，陣痛時及び分娩

後め適遣な食事のあり方を探る目的で，愛育病院で分娩

した衡婦390例を対象に本調査を行ない，食箏摂取と陣

痛時並びに分娩後の諸条件との関係を検討し，次の結果

を得た。

　①陳痛時に食事時間が重なった産婦の約90％が喫食によ

りカがつくと考えていた。そのうち初産婦では過半数が，

経産婦では約％が，そうは思うが実際には食べられなか

づたσ1

　②陣痛強度と食物摂取との間には密接な関係があり，

陣痛持続時間45秒以上で間歌4分未満程度の陣痛強度の

場合には，全く食べなくなるか，流動食のみを選択する

傾向がみられ，流動食の必要性が示唆された。陣痛が弱

い時は大部分の者に固形食の摂取が可能であった。

　③陣痛時の吐き気は，・初産婦が経産婦に比べ，又，陣

痛促進。誘発剤使用群が非使用群に比べ，有意に多かっ

た。初産婦の薬非使用群を除き，固形食摂取者の吐き気

発生比率は，全く何も口にしなかった者に比べ，常に著

しく低かった。従って，食事摂取が必ずしも吐き気を助

長するとは言えないように思われた。

　④分娩を3時間以内に控えた産婦は，食事が供されて

もその約80疹が固形食を摂取していなかった。分娩まで

3時間以上ある場合は陀固形食摂取例の割合が多く，約

半数に及んだ。

　⑤陣痛時の食事に対する希望はr普通食を1ロで食べ

られる形」が最も多かったが，例示した27食品の中では，

のど通りのよい冷たい飲物，手でつまめる形の果物や主

食類が望まれた。補食調査からも，飲物・果物に対する

嗜好の高さが窺えた。

　⑥分娩後第1回目の食事に対し，約60％が一応食欲が

あったと答え，その半数が横臥位の為の食べにくさを訴

えた。又，全対象の約90％は2日目に平常の食欲を取り

戻、していることから，祷婦の食欲回復は良好であると思

われる。

　⑦分娩後の食事の食形態上の選択状況は，固形食摂取

例が約幅％を占め，褥婦は固形食摂取の意欲が高いこと

が窺える。分娩から食事までの時間間隔と選択状況の問

に特定の関係はみられなかった。

　③分娩後の食箏に対する希望は，r普通食を1口で食べ

られる形」が最も多く，次いで「食べやすい食器の工

夫」と，陣痛時の食事に対する希望と同傾向であったが，

陣痛時に比べ，流動食希望は少なく，「普通食のままで

良い」がやや多かった。粥食希望はわずか約6％であり，

粥食，流動食よりむしろ普通食が望まれていた。
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Ab乱ract

Study　on　the　relation　between　the　i孕gestion　of　meal　and　the

vari・usc・nditi・直sinlab・r・rafterdelivery。

by

Ngbue　NAGASAWA，Masako　DOI，Shizuko　MUTO　and　Sadao HORIGUCHI

　There arevarigusviews・nth6nutrientsupわ1yt。thep4tientsinlab。r。rafter
deliv　ery・With　the　purpose　of　sear6hing　what the　proper血eabHo“1d be　for　them，a

surveywasc・nducted・n390paもientsdeliveredattbeAiikuH。spita1．ln》estigating

the　relationship　between　their　meal　ingesも三6n　and　the　various　conditions　in　labor　or

afterdelivery，・thef・11・wingresultswereqbtained．

　Tヒe　patients’ingestion　of血ea1 was　closely　related　to　the　severity　of　labor　painsl

the　nausea　and　the　time　interval　between　mea且　and　the　labor．

Thef。・dm。stwantedbythepatientsin1直b。rqrafteどdeliverywas毛hatsma11

e職ough　tQ　be　eaten　in　one　mouthfuL　Among　the27　kinds　of　food　example　indicated，

theysh・wedthem。stfav。rt・c・1dliquiedf・・ds，nextfrui七san曲aplef。。ds
suitable　for　finger・eating．

Afterdeliverym・stpatientsregゑinedusualapPetitewithintw6days．Theyliked

・rdinaryf・odsratherthanliquiedf。。ds．
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